
鶴
岡
市
議
会
４
月
臨
時

会
が

日
、
開
か
れ
ま
し

26

た
。令

和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、

億
１
４

13

８
１
万
８
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
７
２
０

億
１
４
８
１
万
８
千
円
と

し
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化

が
、
令
和
４
年

月
～
５

11

年
３
月
に
続
き
、
４
月
～

９
月
の
６
か
月
間
実
施
さ

れ
ま
す
。

原
油
物
価
高
騰
対
策

に
７
・
５
億
円

補
正
予
算
の
う
ち
、
原

油
価
格
物
価
高
騰
対
策
関

連
事
業
は
、
７
億
５
７
４

８
万
８
千
円
で
す
。

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

物
価
高
騰
対
策
支
援
金
給

付
事
業
（
国
）
４
億
３
９

８
万
２
千
円
は
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

国
の
支
援
金
（
１
世
帯
３

万
円
）
で
す
。

○
住
民
税
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
等
物
価
高
騰
対
策

支
援
金
給
付
事
業
（
市
単
）

６
０
０
０
万
円
は
、
国
の

対
象
と
な
ら
な
い
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
等

に
市
独
自
の
支
援
金
（
１

世
帯
２
万
円
）
で
す
。

令
和
４
年
度
に
国
が
10

万
円
給
付
し
た
際
も
、
市

独
自
に
２
万
円
を
給
付
し

て
い
ま
し
た
。

○
児
童
福
祉
施
設
等
物
価

高
騰
対
策
事
業
（
市
単
）

２
５
５
０
万
円
は
、
保
育

所
等
に

万
円
～

万

20

80

円
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
５
万
円
を
支
給
し
、
４

年
度
と
同
様
で
す
。

○
障
害
者
施
設
等
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業
（
市
単
）

３
０
６
８
万
円
、

○
高
齢
者
施
設
等
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業
（
市
単
）

５
７
２
８
万
円
の
２
事
業

は
新
規
で
す
。

３
月
議
会
で
、
坂
本
昌

栄
議
員
が
総
括
質
問
で
、

「
山
形
市
や
酒
田
市
、
天

童
市
で
は
、
物
価
高
騰
対

策
で
、
介
護
と
障
害
福
祉

施
設
へ
の
補
助
金
を
創
設

し
て
お
り
、
市
の
支
援
策

が
必
要
だ
」
と
取
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
給
付
金

○
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
給
付
事
業

（
国
）
１
億
３
５
０
万
１

千
円
は
、
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
、
児
童
１
人
当

た
り
５
万
円
給
付
し
、
４

年
度
と
同
様
で
す
。

○
共
同
選
果
・
集
出
荷
施

設
原
油
価
格
高
騰
対
策
事

業
（
市
単
）
４
４
０
万
３

千
円
、

○
農
業
乾
燥
調
製
施
設
原

油
価
格
高
騰
対
策
事
業

（
市
単
）
６
９
９
７
万
円

の
２
事
業
は
、
４
年
度
に

続
き
市
独
自
に
支
援
し
ま

す
。

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
事
業
（
学
校
給
食

費
の
負
担
軽
減
）（
市
単
）

２
１
６
万
８
千
円
は
、
令

和
５
年
４
月
～
９
月
（
６

か
月
分
）
の
学
校
給
食
費

の
徴
収
を
免
除
し
ま
す
。

市
に
入
る
給
食
費
収
入

の
減
額
は
▲
１
億
９
９
７

７
万
３
千
円
で
す
。

県
立
及
び
市
外
の
小
中

学
校
等
に
在
籍
す
る
児
童

・
生
徒
の
保
護
者
に
対
す

る
学
校
給
食
費
負
担
軽
減

給
付
金
（
６
か
月
分
）
は

２
１
６
万
８
千
円
で
す
。

無
償
化
の
事
業
効
果
額

は
２
億
１
９
４
万
１
千
円

と
な
り
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
以
外
の

補
正
関
連
は
、

５
億
５
７
３
３

万

４

千

円

で

す
。そ

の
う
ち
、

西
目
地
内
土
砂

災
害
関
連
は
、

○
地
域
防
災
対

策
事
業
７
４
０

万
円
、

○
災
害
廃
棄
物

処
理
事
業
２
億

４
９
５
０
万
１

千
円
、

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
４
０
０
０
万
円
、

○
堆
積
土
砂
排
除
事
業
２

億
３
０
０
０
万
円
の
４
事

業
で
す
。

国
保
税
限
度
額
引
き

上
げ

共
産
党
は
反
対

市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
は
、
国
の

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
後
期
支
援

金
分
の
課
税
限
度
額
を
２

万
円
引
き
上
げ
、
総
額
を

１
０
４
万
円
に
し
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、「
前

年
度
に
１
０
０
万
円
を
超

え
、
更
な
る
負
担
増
は
容

認
で
き
な
い
」
と
し
て
、

課
税
限
度
額
引
き
上
げ
に

反
対
し
ま
し
た
。

「
第

回
メ
ー
デ
ー

94

鶴
岡
田
川
地
区
集
会
」

５
月
１
日
９
時

分
・
鶴

30

岡
公
園
疎
林
広
場

ࡉ
ա
Ǜ
ȕ
ǲ၀
ĺ
෴
Ή
၁̊

ؽ
Ơ
֞
ଲ
ơ
ও

る
も
の
で
す
。
人
員
体
制
や
施
設
・
設

備
等
の
問
題
か
ら
、
新
た
な
医
療
機
関

へ
の
拡
大
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
事
は

明
白
で
あ
り
、
医
療
体
制
が
確
保
さ
れ

る
見
通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

△

日
に
開
催
さ
れ
た
議
会
運
営
委
員

21
会
（
自
民
８
、
県
政
ク
ラ
ブ
４
）
に
こ

の
計
画
が
説
明
さ
れ
、委
員
外
発
言
で
、

「
大
き
な
感
染
拡
大
が
予
測
さ
れ
て
い

る
中
で
極
め
て
重
大
な
内
容
で
あ
り
、

議
会
と
し
て
緊
急
に
審
査
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
提
起
し
ま
し
た
が
、
誰
も
賛

同
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
県
議
会
の
態
度

も
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

△
県
は
４

月

日
、

20
「
医
療
提

供
体
制
の

『
移
行
計

画
』」（
５
月
８
日
か
ら
９
月

日
）
を

30

策
定
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

症
法
上
の
位
置
づ
け
変
更
（
２
面
別
表
）

を
元
に
し
て
、
現
在
、
荘
内
病
院
等
11

医
療
機
関
で
担
っ
て
い
る
２
９
４
床
を

１
０
４
床
に
縮
小
し
、
そ
れ
以
外
の
医

療
機
関
に
新
た
に
要
請
す
る
こ
と
で
５

３
６
床
確
保
す
る
、
同
じ
く
４
５
７
カ

所
の
外
来
医
療
機
関
を
新
た
に
拡
大
し

て
７
３
０
カ
所
に
す
る
等
を
内
容
と
す
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加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

新つるおかＨＰ

令和５年度鶴岡市春季消防演習が２３日、小真

木原陸上競技場で行われ、市民文教常任委員

の長谷川剛市議が来賓参加しました。

「
憲
法
記
念
日
街
頭

宣
伝
行
動
」
５
月
３
日

時
～

時

分
・
パ
ル

13

13

30

前
交
差
点
（
戦
争
反
対
・

９
条
守
れ
実
行
委
員
会
）




